
C7 
𝑎𝑛+1 = 𝑝𝑎𝑛 + 𝑞𝑛 + 𝑟 型の漸化式(等比誘導型) 

Q7 
𝑎1 = 2, 𝑎𝑛+1 = 3𝑎𝑛 + 2𝑛 + 3 によって定められる数列 {𝑎𝑛} 

において, 𝑎𝑛+1 − {𝛼(𝑛 + 1) + 𝛽} = 𝑝{𝑎𝑛 − (𝛼𝑛 + 𝛽)} を満た

す実数 𝑝, 𝛼, 𝛽 を求めよ。 

A7 
この問題を解くだけであれば, 係数比較法により, 実数はす

ぐに決定できます。 

𝑎𝑛+1 = 𝑝𝑎𝑛 + 𝑞𝑛 + 𝑟 は階差数列を使って解くのが有名ですが, 

この問題のように, 𝑏𝑛 = 𝑎𝑛 − (𝛼𝑛 + 𝛽) とおいて等差数列を

使って解くことも可能です。共通テストや 2次試験でもこのよ

うな誘導のもと, 等差数列に帰着させて解答させる問題もあ

ります。また, この考え方は, 𝑎𝑛+1 = 𝑝𝑎𝑛 + 𝑞𝑛2 + 𝑟𝑛 + 𝑠 の

ように, 𝑎𝑛 を含まない項が 𝑛 の 2次式でも有効であるので, 

この問題をしっかりおさえていきましょう。 

 

𝑎𝑛+1 − {𝛼(𝑛 + 1) + 𝛽} = 𝑝{𝑎𝑛 − (𝛼𝑛 + 𝛽)} を整理すると, 

𝑎𝑛+1 = 𝑝𝑎𝑛 + 𝛼(1 − 𝑝)𝑛 + (1 − 𝑝)𝛽 

これと, 𝑎𝑛+1 = 3𝑎𝑛 + 2𝑛 + 3 を比較すると, 𝑎𝑛, 𝑛, 定数

項の係数から, 

𝑝 = 3,  𝛼(1 − 𝑝) = 2,  (1 − 𝑝)𝛽 = 3 がそれぞれ得られます。 



すなわち, 𝑝 = 3,  − 2𝛼 = 2,  2𝛽 = 3 から, 

答え 𝒑 = 𝟑,  𝜶 = −𝟏,  𝜷 =
𝟑

𝟐
  

 


